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Abstract: The purpose of this study was to describe the role of judo-therapist’s office, named Sport 
Cure Center (SCC), based on the medical records. In general, many judo-therapist’s office visitors are 
elderly. Most of the SCC patients are athletes of the Nippon Sports Science University. There have been 
few reports on sports injuries based on the medical records of judo-therapist’s office. Therefore, we 
analyzed the medical records of SCC and examined the role of SCC. In 2.5-years of study period, we 
identified 4,903 injuries in approximately 44,000 athletes. Bruise and muscle sprains were the most 
common type of injuries (42.8%), and lower extremity was the most frequent site of injury (55.9%). 
Most of the patients of SCC belonged to the track, soccer, and rugby clubs that are active on the same 
campus as SCC. The type and site of sports injuries were characterized by the type of sports. Our 
study on sports injuries can help coaches and trainers take appropriate strategies for the prevention 
of injuries. These results suggest that the role of SCC is not limited to providing first aid and rehabili-
tation to the injured university athletes; SCC has the provision to provide information on injury preven-





27日から平成 30年 3月 31日の約 2年 5ヶ月間とした。調査期間における来院件数は延べ 43,994件で，
新規患者数は 2,108名であった。保険請求件数は延べ 8,920件で，負傷部位件数は延べ 4,903件であっ
た。疾患別頻度は，挫傷 50.0％，捻挫 42.8％，打撲 5.4％，骨折 1.3％，脱臼 0.4％，不全骨折 0.2％で







(Received: September 2, 2019 Accepted: December 1, 2019)












学科の開設から約 1年 7ヶ月経過した平成 27年 10月
27日に開院した。臨床実習は 3年次後学期科目として



































































































































































は 9時から 13時及び 15時から 20時 30分であった。
また，水曜日は 9時から 18時 30分，金曜日は 15時か






































27年度は 150.4名，平成 28年度は 286.3名，平成 29
年度は 392.8名であった。平成 28年度と 29年度との
比較では 37.2％の増加であった。月別の来院実人数で
は，平成 28年度は，前学期では 6月が 393名で最も多
く，次いで 7月（336名），5月（314名）の順であっ
た。後学期では 10月が 333名で最も多く，次いで 11
月（313名），3月（291名）であった。平成 28年度で
は，6月，7月，10月の順であった。平成 29年度は，





診療期間は，平成 27年度は 10月 27日に開院したこ







は 88.9件であった。従って，平成 28年度と平成 29年
度を同じ診療曜日に限って比較すると，月あたり
59.2％，1日あたり 57.9％の増加であった。
9時から 20時 30分，水曜日は 9時から 18時 30分，金









た。年度別では，平成 27年度（平成 27年 10月 27日
～平成 28年 3月 31日）は，延べ 2,822件，平成 28年
度（平成 28年 4月 1日～平成 29年 3月 31日）は，延
べ 15,188件，平成 29年度（平成 29年 4月 1日～平成
30年 3月 31日）は，延べ 25,984件であった。平成 29
年度は，平成 28年度と比較して 71.1％の増加であっ
た。また，月あたりの平均来院件数は，平成 27年度は






期では 10月が 1,639件で最も多く，次いで 11月（1,631
件），3月（1,421件）であった。平成 28年度全体では，
6月，10月，11月の順であった。平成 29年度は，前







平成 27年度は延べ 696件，平成 28年度は延べ 2,100














件数は，平成 27年度は 696件に対し 51件，7.3％，平







たりの部位数は 1.37部位であった。平成 27年度は 1.61











歳）であった。平成 27年度は 349名，平成 28年度は












度は延べ 771件，平成 28年度は延べ 3,435件，平成 29








た，年度別では，平成 27年度は 2.1回，平成 28年度















足骨 13件，下腿骨 13件，手指骨 7件，手根骨 6件，
足趾骨 6件，前腕骨 6件であった。脱臼は多い順に指
関節 9件，肩関節 6件，肘関節 4件，肩鎖関節 1件で
あった。捻挫 2,098件における上位 5位は足部 653件，
膝部 376件，腰背部 361件，肩部 218件，手部 136件
であった。打撲 264件における上位 5位は足部 54件，
大腿部 49件，下腿部 34件，膝部 31件，腰背部 28件





































































































































で 90％を超え，打撲の 5.4％を合わせると 98.2％を占
めた。骨折と不全骨折を合わせて 1.5％，脱臼は 0.4％
であった。柔道整復の施術に係る療養費関係（平成 28
年 8月 30日厚労省資料）16)による平成 26年 10月の分
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